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ま
ず
分
か
り
や
す
い
「
バ
ス
停
」

の
表
示
が
必
要
だ
。

 
町　

長 

　

バ
ス
も
３
台
に
な
る
。
補
助
金

が
出
る
の
で
、
す
べ
て
の
バ
ス
停

に
設
置
す
る
。

　

事
業
費
８
億
円
で
、
施
設
管
理

費
は
こ
れ
か
ら
毎
年
か
か
る
。
期

待
し
な
が
ら
見
守
っ
て
い
る
町

民
・
お
客
さ
ん
の
声
を
謙
虚
に
聞

き
、
検
証
を
怠
ら
ず
育
て
て
い
け

ば
、
池
田
山
・
温
泉
・
道
の
駅
と

大
き
な
観
光
地
域
に
な
り
得
る
。

私
に
聞
こ
え
て
く
る
皆
さ
ん
の
声

は
、「
あ
の
設
計
は
誰
が
や
っ

た
！
と
か
、
議
会
は
な
ん
で
通
し

た
！
…
…
」
だ
が
、
町
長
へ
の
反

応
は
。

 
町　

長 

　

今
ま
で
と
違
っ

た
道
の
駅
を
私
の

信
念
で
造
ら
せ
て

い
た
だ
い
た
。
皆

さ
ん
か
ら
は
お
叱

り
や
ら
よ
か
っ
た

ね
と
い
う
言
葉
も

聞
い
て
、
直
せ
る

も
の
は
直
し
て
い

る
。
温
泉
を
造
っ

た
時
も
か
な
り
お

叱
り
を
い
た
だ
い

た
。

窪田弘子 議員

女性の管理職登用を

　

２
０
２
０
年
ま
で
に
課
長
以
上

の
女
性
の
割
合
を　

％
に
す
る
の

３０

が
国
の
目
標
。
政
策
決
定
に
は
女

性
の
視
点
が
必
要
で
、
特
に
企
画

の
段
階
に
は
多
種
多
様
な
発
想
が

求
め
ら
れ
る
。

　

池
田
町
は
正
職
員
が
１
５
６
人
。

内
一
般
行
政
職
１
０
２
人
（
女
性

　

％
）。
臨
時
職
員
１
２
６
人（
女

２５性　

％
）。
そ
の
中
で
課
長
級
以

９１
上
は　

人
（
全
員
男
性
）、
課
長
補

１４

佐　

人（
１
人
女
性
）。
住
民
サ
ー

１４
ビ
ス
に
は
む
し
ろ
女
性
が
適
し
た

場
面
も
多
い
。
町
長
に
物
の
言
え

る
女
性
の
幹
部
職
員
が
い
な
い
と

い
う
事
は
、
町
が
と
て
も
損
を
し

て
い
る
事
に
な
ら
な
い
か
。

 
町　

長 

　

能
力
の
あ
る
職
員
は
男
女
を
問

わ
ず
当
然
昇
格
さ
せ
て
い
く
。
こ

こ
２
、
３
年
、
家
庭
の
事
情
で
優

秀
な
女
性
職
員
が
や
め
て
い
き
、

残
念
だ
。

　

女
性
は
な
か
な
か
仕
事
１
本
と

は
い
か
な
い
。
県
の
調
査
で
も
、

現
場
で
一
番
望
ま
れ
て
い
る
事
は
、

短
時
間
勤
務
と
再
雇
用
制
度
だ
っ

た
。
民
間
は
環
境
を
整
え
る
努
力

を
し
て
い
る
が
、
池
田
町
も
思
い

切
っ
た
施
策
を
と
ら
な
い
と
取
り

残
さ
れ
る
。

 
町　

長 

　

難
し
い
問
題
だ
が
前
向
き
に
取

り
組
ん
で
行
く
。

コ
ミ
バ
ス
・
温
泉
バ
ス

に
乗
っ
て
も
ら
う
に
は

道
の
駅
の
評
判
は

　

梅
谷
片
山
ト
ン
ネ
ル
を
出
た
南

の
高
台
は
、
な
ん
と
か
地
権
者
の

方
と
話
し
て
も
ら
っ
て
低
く
削
り
、

交
差
点
・
道
の
駅
が
見
通
せ
る
よ

う
に
で
き
な
い
か
。
交
通
・
眺
望

の
面
な
ど
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。

 
町　

長 

　

懸
案
の
所
だ
が
慎
重
に
検
討
を

加
え
て
い
き
た
い
。

梅谷片山トンネルを東へ出た所、右側（南）を低
くしたら眺望が開けるのだが。


